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中部支部は、 わき市の平地学問好会を迎えて 2日間にわたって巡検を行ったので、その概
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ここから を約1.3km登り、 B地点に向かう O 林道から西に見上げる高さ約5m は、上部に

硬そうな岩石の塊が並び¥その転石が道路にもいくつか落ちているO ハンマーで割って見ると粗面岩

である O 自の高さにあるものは風化した細かいシルト岩の破片である O この間に糸~静線による断層

面があり、我々はその西落ちの面を東{期から見上げていることになるらしい。断層面そのものがわか

らないので走向傾斜は測れない。

に林道を約250m登ってA地点に向かう O ここでは断麗粘土がとても良くわかる O

粘土を挟んで静関属群のシルト岩と竜爪麗群の*li面岩が接している O 断層面の走向は 5~10oE で傾
斜ははっきりしないが茜落ちとみられる O
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これらの露頭は今のところ良く見えるが、林道に沿ったものであるだけに、い

か崩落防止のセメント吹きつけをされ兼ねない。特にこのあたり

る所なので、一般にもわかりやすい看板をたてるなど、公開と共

会で対応できないだろうか。そんなことを考えながら第 1日自の巡検を終え、
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この付近では、この活しゅう
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と転石がまぶしくて暑い。

るO 我障の太平洋側唯一の油田が相良にあり、大知ヶ谷に 1カ所採掘井

に指定されているO 油井用の櫓の他、復元した採掘小屋、大きな踏鞍

させて新鮮な空気を地下約200mの坑中に

い。展示してある原油を見ると、他の油田のもの

ものとわかる O 先の大戦中は飛行機燃料の原料に使っ

も興味深かった。明治時代
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フィリピン海プレートの圧縮で沈みこんでい

に向斜軸をもっ活しゅう

による内陸側への傾斜変動の方が海岸側
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ンゴの組織が化石になっ
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とちがい、この原油

のまま

にはあちらこちらに油井もあったようだが、 カ げられたり、また天然

とし

ガスが民家で科用されているに過ぎない。女神背斜は折れてしまっているため、原油が漏出してしまっ

たものらしい。
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